
In Search of the Chicanos in New Mexico : a
Journey from New Mexico to Mexico

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 黒田, 悦子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00004611URL



黒 田 アメ リカ合衆国に ラテ ンを求 めて

アメ リカ合衆国に ラテン

   を 求 め て

 ニ ュ0・ メ キ シ コ

か ら メ キ シ コ へ の 旅

黒  田  悦  子*

は じ め に

 1976年7月9日 か ら同年10月17日 ま で,

私 は ア メ リカ か らメ キ シコ にか けて 調 査

旅 行 を した 。 今 回 の調 査 は 昭和51年 度 文

部 省 科 学 研 究 費補 助金 に よ る海 外 学 術 調

査 「米 国 に お け る民 族 諸 集 団 と その価 値

体 系 に 関 す る文 化人 類 学 的 研 究  民族

性 の 伝 達 と文 化 的 多元 主 義 と の 関係一 」

(研究 代 表 者,綾 部 恒 雄 九 州 大 学 教 授)

の一 環 を なす もの で あ った。

 旅 程 か ら言 う と,1976年7月9日 に東

京 を 発 ち,ニ ュー ・メ キ シ コ州 の アル バ

カー キー に7月10日 よ り9月25日 まで滞

在 し,ス ペ イ ン系 お よ び メ キ シ コ系 の 人

々 の調 査 につ とめ,9月26日 に は テキ サ

ス経 由で メキ シコ に入 った。 メ キ シ コ市

で は メ キ シ コ系 ア メ リカ人 を研 究 して い

るBustamante教 授 と会 った。 そ の後,

オ ァバ カ にむ か い,以 前 私 が いた ミへ の

村 を訪 れ た 。 こん な時 間 の経 緯 なの で,

時 の流 れ と テー マ別 に話 題 を 以 下 に しる

した い。

*国 立民族学博物館第4研 究部

1. ニ ュー ・メ キ シ コ州 に み る メ キ シ

  コの 文 化 的伝 統

 サ ウス ・ウ ェス トの 五 州 は そ の 地 図 上

の広 が りか ら言 う と,合 衆 国 の3分 の1

を 占 めて い る。1848年 に メ キ シ コが グ ァ

ダ ル ー ペ ・イダ ル ゴ条 約 で 手離 す ま で は

メ キ シコ の領 土 で あ った 。 こ こか ら現 今

の スペ イ ン系 とメ キ シ コ系 の ア メ リカ 人

の苦 労 も出て くるわ け で あ る け れ ど も,

政 治 ・経 済 の表 面 だ け をみ な いで,文 化 ・

美 術 的 な面 に 目を移 して み る と,今 も っ

て サ ウ ス ・ウ ェス トは 北 部 メ キ シ コ文 化

圏 の一 部 と言 え る。

1)教 会建築

 この地 の教 会 建築 は プ ェプ ロ ・イ ンデ

ィア ンの建 築 ス タ イル が ベ ー ス に な って

い る。 タオ ス ・プ エ ブ ロ(写 真1)の 旧

教 会 は殆 ど くず れ さ って い るが,昔 の プ

エ ブ0型 教 会 の 一 部 が 残 り,他 は 墓地 に

な って しま って い た (写真2)。 ラ ンチ

ョ ・デ ・タ オ スに 在 るサ ン ・フ ラ ン シス

コ ・デ ・ア ッシ ジ教会(写 真3)は プ エ ブ

ロ ・ス タ イル が 教 会 建築 に 採 用 され て い

る典 型 的 な例 と見 られ た 。 ス ペ イ ン系 ア

メ リカ人 の村 チ マ ヨー の教 会(写 真4)に

もプ エ ブ ロ ・ス タイ ル が取 り入 れ られ て

い る 。美 術 書 を 見 る と,サ ウス ・ウ ェス ト

の諸 々の 辺 境 に ま で植 民地 時代 の 教会 の

廃 嘘 が 残 って お り,こ れ は カ リフ ォル ニ

アか らテ キサ ス に 広 が って い た メ キ シコ

・カ トリ ック文 化 の残 存 した もの で あ る。

 ニ ュー ・メキ シコ で も都 市 の豊 か な教

会 ほ ど時 代 の移 る ご とに改 築 さ れ,美 術

上 の 価 値 は 低 い 。 アル バ カ ー キ ー の プ ラ
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図1

(ブ リタニカ地図を もとに著者が作成 した)

写真1 タ オ ス の プ エ ブ ロ
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写真2 タ オ ス の 旧 教 会 跡

サ ・ヴ ィ エ ハ に あ る サ ン ・フ ェ リ ッペ ・

デ ・ネ リ教 会 は そ の 例 で あ った 。

2)木 彫 の サ ン ト像 とペ ニ テ ンテ

 チマ ヨー の 教会 に は ア ルバ カ ー キ ー に

つ いて か ら2日 目に訪 れ た の で,そ のサ

ン ト像 の素 朴 な ス タイ ル に は気 が つ いて

い た。 チ マ ヨー ほ どで な くて も,ふ る い

教 会 に は木 彫 の サ ン ト像 が残 って い る こ

とが 多 い。 こ の地 の 木彫 の サ ン トに つ い

て諸 家 は ニ ュー ・メキ シ コ 独 特 の サ ン

トと言 うけれ ど も,私 は そ う は 思 わ な

い。 何 処 で も文 明 の 中 心 か ら離 れ た辺 境

の地 や昔 か らの土 地 の 伝統 の根 強 い土 地

で は,公 式 の サ ン トの姿 は 土地 風 に修 正

され,各 々独 特 の味 が 出て くる。 ミへ の

山 村 の教 会 で も同 じ ことで,教 区 の 中心

が あ った よ うな村 の教 会 ほ ど規 格 品 の サ

ン トが 並 び,辺 境 の村 々 ほ ど イ ンデ ィオ

風 の ま ろや か な サ ン トが教 会 を飾 って い

写真3 ランチ ョ・デ ・タオス

   の教会
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写真4 チマ ヨーの教会

た 。

 ニ ュー ・メ キ シコ の サ ン ト像 で独 特 の

もの はペ ニ テ ンテ の儀 礼 に使 われ た 十 字

架 上 の キ リス トで あ ろ う。私 の調 査 の イ

ンフ ォー マ ン トの 中 に も昔 ペ ニ テ ン テの

成 員 だ った 人 が い た が,こ の ペ ニ テ ンテ

は既 に消 滅 に近 い 。 ペ ニ テ ンテ とは復 活

祭 の聖 な る金 曜 日に キ リス トが背 お った

十 字 架 の 重 み と苦 しみ を 自 ら再 演 す る こ

とに よ って 成 員 権 が 与 え られ る宗 教 結 社

で あ る。 イ ンデ ィァ ンの襲 撃 を お それ な

が ら,孤 立 した 辺 境 に住 ま ざ る を え なか

,った スペ イ ン系 の 人 々が つ く り出 した一

種 の相 互 扶 助 組 織 で あ る。 この 組織 と儀

礼 につ いて はMarta Weigle教 授 の労

作 が 最 近 出版 され た 。

 私 はか ね がね 四 旬 節 と復 活 祭 の儀 礼 に

つ いて ま と めた い と思 って い た の で,ペ

ニ テ ンテ の存 在 は 材 料 を一 つ ふ や して く

れ た。 これ はニ ュー ・メ キ シ コに きた思

わぬ 収 穫 の 一 つ で あ った 。 ミへ の復 活 祭

のデ ー ター を ま とめ て い て,一 つ だ け不

満 が 出て きた 。 そ の 儀 礼 が余 りに も正 統

的 な典 礼 とバ イブ ル の話 の筋 の ドラマ化

に終 って いて,一 切 の逸 脱 が み られ な い

こ とで あ る。 一 切 の カー ニ ヴ ァル 的要 素

が欠 けて い る。 そ こで,他 の 中 米 の民 族

につ い て の モ ノ グ ラ フを み て い る内 に,

ヤ キ や コー ラ族 ほ ど激 し く劇 的 な もの で

な くて も,種 々 の逸 脱 の パ ター ンが あ る

こ とが よ くわ か った 。 ペ ニ テ ン テは そ の

一 つ で あ る
。

 復 活 祭 の 儀礼 の一 要 素 と して のペ ニ テ

ン テな ら,多 くの地 域 か ら報 告 され て い

るが,私 が 問 題 に して い る の は,激 しい

鞭 打 ち と恐 怖 を伴 うペ ニ テ ンテで あ る。

メ キ シ コで は ミチ ョア カ ン州 か ら1940年

代 まで の 習 俗 と して報 告 され て い る。 今

回 は ニ ュー ・メキ シ コの北 部 の スペ イ ン

系 の 村 々に つ い て の文 献 例 に 出会 うこ と

と な り,幸 い で あ った。 そ れ に刺 激 され

て,復 活 祭 の儀 礼 に独 特 の ス タ イル を 持

つ ヤ キ に つ い て の文 献 を 入 手 す る こ とに

努 め た。

 この種 の 研 究 は ラテ ン ・ア メ リカで は

現 時 点 で お こな え るの に,ニ ュー ・メ キ

シ コで は歴 史 学 の研 究 分 野 とな って お り,

ペ ニ テ ンテ の 専 門 家Weigle先 生 も人 類

学 者 とい うよ り民 俗 学 者 で あ った 。
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3) 家 具,調 度 品,家 の建 築

 北 部 ニ ュー ・メ キ シ コ の イ スパ ー ノ

(ス ペ イ ン系 の 住 民,メ キ シコ系 ア メ リ

カ人 よ り区 別 して,イ ス パ ー ノ と呼 ば れ

る)の 旧 い家 に入 る と,家 具,調 度 品 に

メキ シ コで見 た 品 々や 彫 刻 を 見 出 す 。家

や教 会 の建 築 を みて も,天 井 の 組 み 方 や

軒 の ひ さ しの取 り方 に メキ シ コを 感 じ さ

せ る。 ミチ ョア カ ン州 に い るの で は な い

か と,錯 覚 の お こる時 もあ った 。

 ニ ュー ・メ キ シ コの イ スパ ー ノ は メ キ

シ コ の こ とを1日い メキ シ コ と呼 ぶ が,植

民 地 時 代 か ら1848年 まで 同 じ国で あ った

のだ か ら,こ こに メ キ シ コ的 な ものが 多

くて も当 然 な 話 で あ った。 イ スパ ー ノ は

毎 年 キ ャ ラバ ンを メキ シ コに送 り,物 品

の交 換 を 行 な った とい う こ とで あ る。 私

も国境 の 町 エル ・パ ソま で友 人 のLinda

と車 を 飛 ば した が,キ ャ ラバ ンは更 に南

下 した のだ っ た。 ア メ リカ 領 に な ってか

ら最 初 の大 司 教 に な っ たLamyは,教

区 の認 可 書 類 を取 りに メキ シ コ市 に お も

む き帰 還 す る まで 何 ヵ月 も馬 の旅 を した

とい う こ とで あ った。

 そ の よ うな文 化 上 の交 流 史 に つ い て は

歴 史 家 が 多 くの文 献 を提 供 して い るが,

私 も交 流 の二,三 の例 に会 った 。 国境 か

ら さ して遠 くな い ソ コ ロの 近 くは昔 か ら

メキ シ コ との 往来 が 多 く,今 で も正 式 の

書 類 な くア メ リカ領 に入 って くる メキ シ

コ人 の 通 過 点 とな って い る。 そ して,今

で も不 法入 国 者 を援 助す る場 所 が あ り,

一 宿 一 飯 の恩 義 を え るメ キ ジ コ人 は数 少

な くない,と い う話 で あ った。

 また,北 部 の 町 ラス ・ヴ ェ ガ ス を訪 れ

た時 も文 化 交 流史 の一 端 に ふ れ る こ とが

あ った 。 この 町 は 白 人 ア メ リカ人 と イス

パ 」 ノ とが鉄 道 を は さん で 二分 化 され,

対 立 して きた こ とで 有 名 な町 で あ るが,

30年 代 の 大 恐慌 以 来 す っか り さび れ て し

ま った 。 街 の 旧 い ス ペ イ ン風 建 築 をみ て

か ら郊 外 にで て,温 泉 地 と して 知 られ て

い るモ ンテ ツマ に つ い た 。 山 のふ もと に

城 の よ うな建 物 が 見 え,川 の近 くに は昔

の ボ イ ラー ・ル ー ム と見 え る建 造 物 の残

骸 が あ った。 これ は カ ト リック の セ ミナ

リオ の あ った と こ ろで,1925-30年 代 に

メ キ シ コで カ トリ ックの 聖職 者 へ の迫 害

が あ った 時,多 くの メキ シ コ人 神 父 が避

難 の 場 を 求 め て き た,と い う こ と で あ

る。

 メ き シ コに着 い てか らこの 話 を 歴 史 家

に き き ただ す と,こ れ は史 実 で あ った 。

今 で も この 伝統 は残 って いて,メ キ シ コ

か らきた 神 父 に つ れ られ て きた 親 族 が そ

の まま ラス ・ヴ ェガ ス に居 つ いた,と い

う例 も あ った 。 この よ うな例 か らうか が

え る よ うに,ラ ス ・ヴ ェガ スの よ うな北

部 の町 で も,メ キ シ コは文 化 的 に近 い国

で あ った。

4)壁 画

 メ キ シコ の壁 画 芸 術 は世 界 的 に知 れ わ

た って い るが,メ キ シ コ系 の民 族 が た し

か に芸 術 上 の素 質 に恵 ま れ て い る こ とを

今 度 あ らた めて 感 じた 。 上 に のべ た モ ン

テ ツマ に む か う途 中 に あ る小 さな村 の教

会 の 人 口の正 面 の壁 はキ リス トの復 活 を

テ ー マ に した絵 で うま っ て い た (写真

5)。 野原 の真 中 で こ うい う 作 品 に で く

わ す と,画 一 化 さ れ た ア メ リカ社 会 の 中

に 根 づ よ く生 きつ づ け て い る チ カ ー ノ

(ス ペ イ ン系,メ キ シ コ系 の 区 別 を とわ

ず,こ れ らを政 治上 統 合 す る用 語,1960

年 代 か ら広 く使 用 さ れ は じめた)の 感性
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写真5 モ ンテツマ近 くの教会の壁画

と精 神 を見 た思 いが した 。

 サ ンタ ・フ ェ の町 に は14カ 所 チ カ ー ノ

の 壁画 が あ った ら しい けれ ど も,市 民 の

反 対 が 強 く,壁 画 は消 され て しま った,

とい う こ とで あ った 。 町 の 中で は交 差 点

で1カ 所 壁 画 を見 ただ けで あ った 。 しか

し,サ ンタ ・フ ェか らアル バ カ ー キ ー に

戻 るハ イ ・ウ ェ イの 左 手 に は 自由 を うた

うテ ー マ と一 見 して わ か る 壁画(写 真6)

が み え た。

 大 学 の キ ャ ンパ ス には チ カ ー ノ の 壁画

が多 く,こ れ は1960年 代 の後 半 か ら1970

年 代 の は じめ にか けて 高揚 した チ カ ー ノ

運動 の産 物 で あ った 。 ラス ・ヴ ェ ガ ス の

ハ イ ラ ン ド大 学 の野外 壁画 や カ フ ェテ リ

ア の メ キ シ コ の歴史 を 描 い た壁 画(写 真

写 真6 サ ン タ ・ フ ェ の 壁 画
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写 真7 ラス ・ヴェガスのハイラン ド大学の壁画

7)は 学 生 の意 識 を伝 えて いた 。 アル バ

カー キ ー で は ニ ュ ー ・メ キ シ コ大 学 の キ

ャ ンパ ス の す ぐ近 くの一 軒 家 の横 壁面 に

二 元 的 な世界 を テ ー マ に した ものが み ら

れ た(写 真8)。 大 学 構 内 で は チ カー ノ

研 究 所 の 入 口に チ カ ー ノ ・ス タ イル のデ

ザ イ ンがみ う け られ る。9月 に訪 れ た イ

ー ス ト ・ロ ス ・ア ン ジ ェル ス ・カ レ ッジ

で もチ カー ノの 壁 画 を み た が,同 市 の オ

リン ピ ック街 に あ る と聞 い た 壁画 の群 を

み る時 間 は な か った。

 以 上 の よ うな例 は政 治 上 の 訴 え の た め

写 真8 アル バ カ ー キ ーの ニ ュ ー ・メ キ シ コ大学 近 くの 壁 画
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写 真9 エ スパ ニ ョ ラの グ ァダ ル ー ペ

の 壁 画 で あ るけ れ ど も,宗 教 的 な題材 の

もの もあ った 。北 部 の村 エ スパ ニ ョ ラに

あ るエ ル ・パ ラグ ァス と 名づ け られ た メ

キ シ コ料 理店 の外 の横 壁 面 に はグ ァダル

ー ペ の 聖 女 が 一 面 に 描か れて い る(写 真

9)。 アル バ カ ー キ ー の チ カー ノ のバ リ

オ で あ る マ ル チネ ス ・タ ウ ンの プ ラサ に

もグ ァダ ル ー ペ とフ ァ ン ・デ ィ エ ゴが描

か れ て い る (写真10)。 カ リフ ォル ニ ァ

の農 場労 働者 の組 織 者 と して 評価 の高 い

セ サ ー ル ・チ ャー ベ ス のス トライ キ の旗

印 に もグ ァダ ル ー ペ は 出て くる 。

 メ キ シ コ系 民 族 の住 む 所 い た る と ころ

に グ ァダ ル ー ペ あ り,な ので あ る。 この

シ ンボル は ま こと に有 効 な シ ンボ ル で あ

った。 私 の い た ミへ の村 で も近 年 グ ァダ

ル ー ペ の シ ンボル の進 出 は顕著 で あ り,

エ リック ・ウル フ もそ の 有 名 な グ ァダル

ー ペ論 で のべ て い る よ うに
,グ ァダ ル ー

ペ の聖 女 の シ ン ボル は ナ シ ョナ リズ ム と

写 真10 アル バ カ ー キ ー市 マ ル チ ネス ・タ ヴ ンの グ ァダ ル ーペ
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い つ も結 び つ い て い る。

5) 音楽,芸 能,文 学

 サ ンタ ・フ ェ の フ ィエ ス タ は実 に楽 し

い 祭 で あ った。 この祭 は1690年 の ドン ・

デ ィ エゴ ・ヴ ァル ガ ス に よ るサ ンタ ・フ

ェの再 征 服 を祝 う もの で あ る。

 9月3日,ロ サ リオ教 会 で の ミサで 祭

は始 ま り,同 夜 ソ ソブ ラ(悲 しみ を表 現

す るハ リコの人 形)を 焼 く ことで,象 徴

的 に悲 しみ の 時 の終 焉 が 示 さ れ,に ぎ や

か な フ ィエ ス タ の 時 が 始 ま る 。9月4日

に は 露 店 が 軒 を な らべ,メ キ シ コ料 理,

イ ンデ ィア ンの 料理 が売 られ る 。 イ ンデ

ィ ア ンは プ ラサ を か こむ 回廊 に な らび,

トル コ石 や 銀 細 工 の ア ク セ サ リー を売 る。

大 司 教 の ロベ ル ト ・サ ンチ ェス は翌 日催

され る歴 史 劇 で ドン ・デ ィエ ゴ ・ヴ ァル

ガ ス を演 じる若 者 を ナ イ トに叙 し,フ ィ

エ ス タ の ク イー ンに 冠 を 与 え る。

 フ ィエス タの 山 場 は9月5日 の 日曜 日

で あ った 。 朝 の9時30分 には サ ン ・フ ラ

ン シ ス コ大 聖 堂 に 行 列 が お こな わ れ,10

時 に は大 司 教 の マ リア ッチ ・ミサ,そ し

て,午 後 の2時 に は プ ラサ よ り2キ ロ離

れ た フ ォー ト ・マ ー シー ・ボ ー ル ・パ ー

クで ドン ・デ ィエ ゴ ・ヴ ァル ガ ス の サ ン

タ ・フ ェ入 場 が再 演 され,俗 に これ は エ

ン トラー ダ と呼 ば れ て い る。9月6日 の

月 曜 日に は ロデ オ が あ り,ク ィー ン のパ

レー ドが 終 る とフ ィエ ス タ は終 る。

 この4日 間 の フ ィエ ス タ の うち,私 は

日曜 の 部 分 しか 見 物 して い な い。 祭 の雰

囲気 は多 分 に 観 光 客 向 き で あ った が,祭

そ の もの の 要 素 は メキ シコ風 で あ っ た。

プ ラサ で 流 され る 音楽 もダ ンス もグ アダ

ラハ ラ調 の もの,北 メ キ シ コ もの が 多か

った。 大 司 教 の ミサ の 後,大 聖 堂 の前 で

は グ アダ ラハ ラか ら呼 ば れ た マ リア ッチ

楽 団 が 次 々 と演 奏 し,ま わ りに は ソ ンブ

レ ロをつ け た男 達 が 正装 して立 って い た

(写真11)。 一 方,プ ラサ か ら離 れ た と

ころ に開 か れ た白 人 の経 営 す る市 の入 口

で は カ ン トリー ・ウ ェス タ ンが演 奏 され

た 。

 マ リア ッチ ・ミサ は ど こで も普 及 して

きた。 私 は メ キ シ コに い た 時,ク エル ナ

バ カ の サ ン ト ・フ ラ ンシス コ教会 で は じ

め て マ リア ッチ ・ミサ を 聞 い た 。 この教

会 の神 父 は革 新 派 神 父 グ ル ー プ の リー ダ

ー で
,若 者 を ミサ に誘 うた め マ リア ッチ ・

ミサ を は じめ た。 オ アバ カ平 野 の村 エ ト

写 真11サ ンタ ・フ ェの祭 を

    祝 うイ スパ ー ノ
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ラで もマ リア ッチ ・ミサが 行 な わ れ て い

た 。 ま た,ア ル バ ー カ ー キー市 の マ ル チ

ネ ス ・タ ウ ンの祭 で も守 護 聖 人 の サ ン ・

イ グ ナ シオ の た め の ミサ はマ リア ッチ ・

ミサ で あ った。

 新 しい要 素 が多 くな った 反 面,伝 統 的

な 音 楽 や踊 りも まだ 生 きて い る。 マル チ

ネス ・タウ ンの フ ィ エ ス タで は植 民地 時

代 の ダ ンス で あ る マ タ チ ネ スが み られ,

ク リス マ ス に はパ ス トー レスが 演 じ られ

る,と い う こ とで あ る 。踊 り手 は アル バ

カー キ ー 近 くの 山村 の イ スパ ー ノの村 か

ら くる。 メ キ シ コ 中央 部 か ら北 部 に分 布

す るマ タチ ネ ス ・ダ ンス は,フ ラ ン シス

コ派 の 布教 に と もな って ニ ュー ・メキ シ

コ に もた らさ れ た も の で あ る。 踊 り手

の 衣 裳 は新 し くな り,小 道 具 も安 物 に す

り替 って い る。 そ れ で も,マ タ チ ネス の

基 本 的 な型 は受 け 継 が れ て い た。 植 民地

時 代 の ダ ンス の形 は イパ ス ー ノの 村,ヘ

ニ サ ロ(ス ペ イ ン化 した イ ンデ ィ ァ ン)

の 村,イ ンデ ィア ンの村,そ れ ぞ れ に異

な り,こ の 様 々 な変 形 は この地 の スペ イ

ン的 要 素 に興 味 を持 って い る研 究 者 に は

面 白 い テー マ に な る とお もわれ る。

 ス ペ イ ン系,メ キ シ コ系 の人 々 は芸 術

的 才 能 に恵 ま れ,普 通 な ら散 文 的 に終 る

こ とを 実 に 上手 に フ ィエ ス タ化 して い く。

これ はか ね が ね 感 嘆 して い る民 族 的素 質

な の だ が,9月16日 の メキ シ コ独 立 記 念

日 を祝 う会 で再 度 そ の 思 い を 新 た に した。

友 人 のJos驍ﾆLindaが チ カ ー ノ 出版 社

パ ハ リー トを 経 営 して お り,チ カ ー ノ主

義 に賛 同す る多 勢 の 人 が この会 に招 待 さ

れ た。 まず,ボ リビア の 若 い画 家 が 自分

の絵 を並 べ て,そ の テ ー マ を説 明 した。

メ キ シ コ料 理 が 出,子 供 達 の グ ア ダ ラハ

ラ調 の踊 りが 終 る と,詩 の 朗読 が始 ま っ
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た 。 最初 に,ロ ス ・ア ン ジ ェル ス か ら き

た 若者 が ピァ ノ を ひ き なが ら政 治 的 な 訴

え に み ち た詩 を うた った。 次 に,テ キ サ

ス の サ ン ・ア ン トニ オ のバ リオ の 詩 人 と

して有 名 な ア ンヘ ラ が生 活 の詩 を,つ い

で,ア ル バ カ ー キー の主 婦 が 自然 の美 を

た た え る詩 を よ んだ 。 チカ ー ノ運 動 の 訴

え が 音楽 に,詩 に表 現 され た豊 か な 夜 だ

った 。

 ニ ュ ー ・メ キ シ コ の イス パ ー ノの 小 説

家Rudolfo Anayaに 会 った の もこの 会

で あ った。 風 貌 も感性 も北 部 出身 の イ ス

パ ー ノ で あ った。Anaya, Ulibarri Sab一

三ne, Orlando Romeroに よ って 代 表 さ

れ るイ スパ ー ノ の文 学 は,他 の地 域 の チ

カー ノ文 学 とは 題材 も表 現 も異 な って い

る。 イ ス パ ー ノ の 感受 性 が メ キ シ コ系 の

もの とは 相 当異 な る こ とを示 す よ い例 で

あ る。

 カ リフ ォル ニ ア ・チ カ ー ノ の文 学 は激

しい 政 治上 の訴 え で あ る。 ニ ュ ー ・メ キ

シ コの イ ス パ ー ノ の 文学 は,失 わ れて い

く北 部 の村 々の生 活 へ の愛 惜 の詩 で あ り,

表 現 は ロマ ンチ シズ ムー 色 で あ る 。時 と

して,余 りに も情 感 に み ち て い る。 同 じ

対 象 を 扱 って も,ア ング ロ系 の ア メ リカ

人 の 手 に か か る と,そ れ は ア ング ロ的 な

叙 述 の 確 か さ と ウ ィ ッ トに色 づ け られ る。

John NicholsのMilagro Beanfield War

は そ の好 例 で あ る。 イ スパ ー ノ の 描 く北

部 の村 の世 界 は 自然 と人 間 の織 りな す ロ

マ ンで あ り,ア ング ロ ・ア メ リカ ンの 描

く北 部 の 村 は リア リス テ 牙ラ ク で ペ ー ソ

ス に あふ れ た人 間 世 界 で あ る。



黒田 アメリカ合衆国に ラテ ンを求 めて

2.ス ペイン系およびメキシコ系アメ

  リ力人調査の対象設定をめぐって

  一 都市人類学の問題点

 今 度 の 調 査 は短 期 間 だ っ たが,都 市 で

の 人 類学 的調 査 の 問題 点 につ い て 感 じ る

と ころ が 多 か った。 日本 を 発 つ 前 に 入 手

した 文献 は わず か3冊 で あ り,ア ル パ カ

0キ ー市 め北 方 に あ る イ スパ0ノ の 村 で

宗 教 と社 会組 織 の調 査 をす る気 持 で い た 。

そ して,綾 部先 生 よ り御 紹 介 い ただ い た

Kar1 Schwer.in先 生 の 指 導 を た よ り に

して ア ルバ カ ー キ ー につ いた 。

 7.月11日 に につ くと,12日,13日 に はペ

ニ テ ンテ研 究 の第 一 人 者 で あ るMarta

Weigle先 生 と北 部 の イ スパ ー ノの 歴 史

と文化 の 研 究 者Francis Swadesh先 生

に 会 い,北 部 の村 につ いて 御 意 見 を うか

が った。 翌14Eiに はKarl Schwerin先

生 の 同行 をね が って,サ ン タ ・フ ェよ り

北 上 し,チ マ ヨー,コ ル ドヴ ァ,サ ン タ・

ク ル ス,エ ス パ ニ ョ ラ,お よび そ の 周 辺 の

村 々 をみ た 。 この 村 々の 中 か らフ ィー ル

ドを一 つ 選 ぽ うと した が,そ れ は む つ か

しか った。

 これ らの イ スパ ー ノの 村 は都 市 か ら遠

く離 れて い る けれ ど も,既 に1930年 代 の

大 恐 慌 の頃 よ りア メ リカ生 活 に くみ こま

れ て い た。 伝 統 文 化 のダ イナ ミ ックな姿

は 文献 資 料 の上 に しか 求 め られ ず,伝 統

や フ ォー ク ロ ー リ ック な面 は フ ィ ク シ ョ

ン と して成 り立 って い るだ けで あ った 。

村 人 も昼 間 は ロス ・ア ラモ ス の 原 子 力研

究 所 に車 で通 勤 す る人 が 多 く,そ の生 活

の型 は現 代 ア メ リカで あ った 。

 次 の4日 間 はニ ュー ・メキ シ コ大学 の

売 店 で チ カ ー ノ の文 献 を買 い 求 め,大 学

の ツ ィマ0マ ン図 書 館 で 修 士 論 文 の 棚 を

探 し,関 係 す る論 文 を 入 手 した。 そ う し
こてい る 内 に

,ア ル バ カ ー キ ー に チ カ ー ノ

のバ リオ が5つ ほ どあ る こ とを 知 り,そ

の う ち最 もま と ま りの よ い マ ル チ ネ ス ・

タ ウ ンを調 査 した らど うか,と 思 うよ う

に な った 。 さ っそ く,教 会 の 神 父 さ ん に

電 話 し,バ リオ 内に 住 め るよ う手 配 を依

頼 した。 と ころが,部 屋 数 も少 な く,安

全 性 に保 証 の な いバ リオ な の で,な か な

か 部屋 も家 も探 す こ とは で きな か った。

そ の 間,私 は大 学 指 定 の モ ー テ ル に住 み,

マ ル チ ネ ス ・タ ウ ンに何 回 もお もむ き,

何 人 か の イ ンフ ォー マ ン トを得 た 。・

 この 同 じ期 間 に,ニ ュー ・メ キ シコ大

学 の チ カ ー ノ 研 究 所 の 所 長Antonio

Mondreg6n氏 に 会 い,LindaとTeresa

とい う二 人 の テ キサ ス 育 ちの メ キ シ コ系

ア メ リカ人 女 性 に紹 介 され た 。 この2人

を通 じて,チ カー ノ 主 義 の学 生 や 中 産階

層 の人 々 に は じめ て 会 った。 ま た,マ ル

チ ネ ス ・タ ウ ンに 入 って い る プ レス ビタ

リア ン近 隣…扶 助 機 関 のKent James氏

とGerry Roblyer氏 を 通 じて マ ル チ ネ

ス ・タ ウ ンへ の接 近 も活発 に お こな って

い た。

 マル チ ネ ス ・タ ウ ンに は あ ま りに も下

層 の ク ラス の人 々が 多 す ぎて,こ こを調

べ て も,チ カー ノ の 民 族 的 特 性,二3

-・ メ キ シ コ に特 異 な イスパ ー ノ とメ キ

シカ ンの共 存,チ カー ノ運 動 の動 向,な

ど とい う私 が知 るべ き大 きな 流 れ に触 れ

ず に終 る だ ろ う,と い う懸 念 が あ った。

ま た,マ ル チ ネス ・タ ウ ンに は私 が い つ

も フ ィール ドに求 め る 自然 さが欠 け て い

た 。政 府,民 間,教 会 の ジ ョイ ン ト ・プ

ロジ ェク トに よ る援 助 と改 良 政策 が矢 つ

ぎ ば や に実 施 され,バ リオ は援 助計 画 の

実 験室 の よ うに な り,人 々は 援 助 な れ し
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す ぎて いた 。

 イ ン フ ォー マ ン トを得 るむ つ か しさ は,

た と えバ リオ 内 に住 ん で も減 少 す る こと

は な い こ と も知 った。 非 ア ング ロ系 民 族

と い って も,バ リオ 内 の他 家 を 訪 れ る こ

とは まれ で,ア メ リカ生 活 の プ ライヴ ァ

シー の壁 は高 か った 。

 こう して,北 部 の村,マ ル チ ネ ス ・タ

ウ ン と試 行 錯誤 を続 けて い る 内 に,私 は

自分 の 考 え に大 き な誤 りを見 出 した。 コ

ミュニ テ ィー を一 定 の空 間 上 に求 めす ぎ

て い るか ら,苦 しむ ので あ った。 現 実 に

チ カー ノは 動 いて い る。 ア メ リカ社 会 だ

か ら,私 よ り動 き は大 きい。 村 とか 町 を

把 えな い で家 族 か 個 人 を押 え る しか な い

のだ,と 考 え た。

 ニ ュ ー ・メキ シ コで は16世 紀 以 来 住 み

つ いて い る イスパ ー ノの伝 統 が強 く,か

な らず しもチ カ ー ノ運 動 に統 合 さ れ な い

こ と,チ カー ノ に は下 層 と同時 に 中産 階

層 の人 も多 い し,州 の人 口 の30ｰ0を 占 め

る チ カ ー ノ は政 治上 で も有 力 で あ る,こ

とを知 った。 この 点,ニ ュー ・メ キ シ コ

の状 況 は カ リフ ォル ニ ア,テ キサ ス,中

西 部,東 部 の チ カ ー ノ の 置か れて い る状

況 と は異 質 で あ る。 あ れ や これ や の現 実

が わか って くる と,7月 の 下 旬 に は 調

査 の 目 的 と方 法 に つ い て 決 断 を お こ な

った。

 ア ル バ ヵ 一キ ー市 の チ カ ー ノ(イ スパ

ー ノ と メ キ シ コ 系 ア メ リカ 人 を 含 む)

の 民族 的 ・文 化 的 特 性 を 求 め て,色 々

な階 層 か らイ ン フ ォー マ ン トを え て,イ

ンタ ビ ュ ーを 行 な う こ とに した 。期 間 と

対 象 か らみて,概 括 的 な調 査 に終 る こと

は わ か って い るの で,き わ め て お お まか

な ク エ ッシ ョネ ア ー を つ く った。 ス ペ イ

ンお よ び メ キ シ コの 文 化 的社 会 的特 性 を
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決 定 す る と考 え られ る項 目を 次 々 と取 り

出 し,イ ン フ ォー マ ン トか ら資 料 を え て,

私 な りに持 って い る スペ イ ン ・メ キ シコ

文 化 に つ いて の 知識 で 検 討 し,チ カ ー ノ

の 実 態 と文化 的 特 性 を さ ぐろ う と して み

た。 イ ン タ ビュ ー の項 目は 次 の よ うで あ

る。

 1.生 活歴

 2,経 験 した差 別

 3.家 族

 40コ ンパ ドラス ゴ

 5.教 会 と宗 教 観

 6.食 事 と ク ラ ンデ リズ ム

 7.言 語

 8.政 治参 加 と自意 識

 各項 目の 中 に小 項 目を 詳 細 に 立 て る こ

と こそ 重 要 な の だ が,日0日 と イ ン タ ビ

ュー と読 書 を通 じて チ カー ノへ の 知識 が

深 ま って は じめ て で き る こ とで あ って,

最 初 か ら小 項 目を立 て る 乙 とはで きな か

った 。 だ か ら,私 の イ ンタ ビ ュー の 資 料

も最 後 の方 の イ ン フ ォー マ ン トに な る ほ

ど資 料 と して 確 か で,詳 しい。 知 識 が 深

ま って,小 項 目ま で操 れ るよ うに な った

か らで あ った 。

 と にか く,上 記 の調 査 に私 はふ み き っ

た。 私 の手 に あ る残 り60日 とい う期 間 に

は こ の方 法 しか な か った。 今 回 は一 次 調

査 と理 解 して,こ の イ ン タ ビ ュー形 式 に

の り出 した。 こ う して,33人 の イ ンフ ォ

ー マ ン トとの イ ン タ ビ ュ0を こな し
,こ

の地 の チ カー ノ につ い て の概 要 を ここ ろ

え て,私 は9月26日 アル バ カ ー キ ー を去

った 。

 この調 査 のデ ー タ と分 析 は 「ニ ュ ー ・

メ キ シ コ州 アル バ カー キ ー市 に お け る チ

カ ー ノの 文 化 的特 性 とチ カ ー ノ主 義 運 動

一 彼 等 の意 識 の調 査一 」 (仮題)と
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題 して,1977年 に研 究 グル ー プ の メ ンバ

ー と共 に発 表 す る予 定 な の で
,今 は触 れ

な い 。 こ こで は,上 記 の 調 査 を行 な って

い る間 に感 じた 都 市 で の 調 査 に 関 す る問

題 点 に少 しふ れ て お きた い 。

 私 は 自分 が都 市 で 調 査 を す る こ とに な

ろ う とは思 って いな か った の で,今 回 の

経 験 は 色 々 と勉 強 に な った 。 ミへ の よ う

な イ ンデ ィオ社 会 を扱 った直 後 だ った の

で,色 々 と面 く ら った,と い うの が現 実

で あ った 。 ア メ リカ で は チ カー ノの 研 究

は社 会 学 者,政 治学 者,教 育 学 者,ジ ャ

ー ナ リス ト
,各 地 の チ カー ノ研 究 所 の 人

々 が たず さわ って い て,人 類 学 の人 は と

りあ げ よ う とは して い な い。 ニ ュー ・メ

キ シコ の場 合 は異 例 で,イ スパ ー ノの 存

在 が あ る ので,民 族 学 者,民 俗 学 者 が 関

与 して い る。 メキ シ コで は社 会 学 の 専 門

分 野 とな って い る。

 フ ィール ドとす る市 や 町 の サ イ ズ は本

人 の 力量 に応 じて 選 ば な い と,致 命 傷 に

な る。 日本 に い る時,ロ ス ・ア ンジ ェル

ス近郊 の チ カー ノの 調 査 を 考 え た こ と も

あ った 。 しか し,ロ ス を選 ん だ りす る と,

車 を 運 転 しな い私 で は調 査 がす す ま な い 。

た とえ 運転 して も,こ ん な大 都 会 で は 動

くだ けで疲 れ,イ ンフ ォー マ ン トを え る

ことが む つ か しい。 ロ ス を え らぶ か ぎ り

は チ カー ノの集 中 して住 ん で い るバ リオ

を探 す よ り手 は な い。 も っ と も,メ キ シ

コ系 労 働 者 の 多 い 農 場 を え らぶ こと もあ

り うる。

 ア ルバ カー キー は 人 口約38万 で,町 の

端 か ら端 まで 車 に乗 って も20分 以 内で 走

れ る。静 か な大 学 町 な の で,人 の人 情 も

厚 く,イ ンフ ォー マ ン ト'も得 や す い 。 イ

ス パ ー ノ とメ キ シ コ系 ア メ リカ 人 の共 存

して い るチ カ ー ノ研 究 上 特 異 な 場 で あ っ

た とい う こ と も利 点 で あ った。 この ア ル

バ カー キ ー の選 択 は綾 部 先 生 の御 提 案 に

よ る もの で,私 に は実 に あ りが た か った。

 車 の 国 ア メ リカ で は車 な し に は 生 活

はむ つ か しい 。 ア メ リカで は車 で 動 きま

わ って,ア メ リカ 的 に活 動 しな い と,イ

ンフ ォー マ ン トに会 え な い。 ア ル バ カー

キ ー市 が 小 さ いの で,私 は タ ク シー で 動

き,ま た イ ンフ ォ0マ ン トの親 切 な送 り

迎 え に もた よれ た が,そ ん な調 査 は小 さ

な町 か 小 都 市 で な い とで き な い。 アル バ

カ ー キ ー の運 転 手 に はイ ス パ ー ノ系 の人

が 多 く,乗 車 中 にあ れ これ と話 が で きて,

これ は思 わ ぬ収 穫 で あ った 。

 集 中 的 な調 査 な ら,家 族 と同 居す るの

が 一番 よ い だ ろ う。 しか し,概 括 的 な調

査 とな れ ば,必 ず し も家 族 と住 む 必 要 は

な い 。 自分 自身 の生 活 が 保 証 さ れ,夜 に

は本 も読 め,テ レ ビのニ ュー ス に もふ れ

られ る利 点 を 生 か して,ア メ リカ 社 会 の

情 報 をの み こん で お きな が ら,人 脈 と電

話 を活 用 して,ア メ リカ 的 に動 くよ り仕

方 が な い。 私 は大学 の近 くのモ ー テル に

住 みつ づ け た。 中途 で アパ ー トに移 る こ

と も考 え た が,モ ー テル は地 味 だ が人 気

の あ る住 み易 い と こ ろだ ったせ いか,往

来 す るア メ リカ人 も多 く,こ の人 々 を な

が め るだ け で も退 屈 しな い 良 さ が あ っ/ 4。

色 々 と不 便 もあ った が,思 わ ぬ利 点 もあ

った 。 カ フ ェテ リア の ウ ェ イ トレス か ら

1人,ル ー ム ・メ イ ドか ら2人 の イ ン フ

ォ0マ ン トを得 る こ とに も な った か らで

あ る。

 チ カー ノの 心 情 は ラテ ンで あ る けれ ど

も,日 常 生 活 は ア メ リカ生 活 に組 み 込 ま

れ て い るか ら,ラ テ ン とア メ リカ を混 ぜ

て つ き あわ な くて は な らな い。 ア ポ イ ン

トメ ン トは ア メ リカ風 に キ チ キ チ果 さ な

389



くて は な らな い けれ ど も,つ き あ い の 関

係 は ラテ ン的で あ る。 二 つ の 要素 が交 差
 かなめ

す る要 を こ ころ えて 対 処 しな くて は な ら

な い 。とい う こ とは,や は りチ カ0ノ の存

在 に共 感 し,賛 同す るだ けの 情 熱 を持 っ

て い ない とむつ か しい。 農 村 社 会 で あ ろ ・

うと都市 の チ カ ー ノで あ ろ う と,対 象 を

こ の上 もな く大 切 に しな くて は な らな い

こと は同 じで あ る。 しか し,チ カ ー ノ の

住 む ア メ リカ の世 界 と我 々 の社 会 の距 離

と落 差 が 少 な い だ け に,対 象 の 政 治上 の

訴 え に賛 同 で き る姿 勢 が な い限 り,調 査

は不 可 能 で あ る。

 イ ン フ ォー マ ン トの ク ラス 差 は む つ か

しい問 題 を提 供 す る。 アル バ カー キ ー で

下 層 か ら中 層階 層 の チ カ ー ノ に会 って い

る と,自 分 の方 で も相 手 の階 層 差 に 応 じ

て 変 化 しな くて は な らな い状 況 が あ った 。

中産 階 層 のチ カ ー ノ と話 す 折 はス ペ イ ン

語 の語 学 力 の不 足 をつ くづ く感 じた 。 ま

た,彼 等 は必 ず とい って い い く らい,調

査 の 目的 と発 表 形式 に こだ わ った。 当然

の 問 い で あ った 。地 域 社 会 で確 固 た る地

位 を築 いて い る人 々に と って は,調 査 の

目的 と発 表 形 式 に よ って は答 え た くな い

質 問 もあ る はず で あ る。

 いず れ に して も,外 国 で フ ィー ル ド ・

ワー クを した時 に は,デ ー ター と分 折 の

部 分 は外 人 に も読 め る形 で 発 表 す る こ と

が 研 究 者 の 社会 的責 任 で あ る こ とを 身 に

つ ま され て 感 じた。

 ま だデ ー ター を整 理 して い な いの で,

は っき り した こ とは言 え な いが,二 次 調

査 が実 現 す る よ うな ら,次 の よ うな テ ー

マ を考 え て みた い 。1.チ カ ー ノ文 学 に

み る文化 的特 性 と 現 実 の ギ ャ ップ の 問

題,2.ア ルバ カー キ ー の 若 い 世代 の チ

カ0ノ に 文 化 的特 性 が 伝達 さ れ る 方 法
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につ い て,3.ア ルバ カー キ ー の 中 産階

層 の チ カー ノ は 文 化 的特 性 を ど の 程 度

ま で保 存 し,喪 失 して い るか,の 問 題,

4.北 部 ニ ュ0・ メ キ シ コ の町 ラス ・ヴ

ェガ ス に み られ るア ング ロ系 ア メ リカ人

とイ スパ ー ノの 社 会 ・文化 関係 の 調 査,,

5.サ ンタ・フ ェ鉄 道 につ とめ るニ ュー ・

メ キ シ コ 出身 の 労 働 者 が カ リフ ォル ニ ア

につ く った 町 バ ー チ トウの調 査0な ど が

今 浮 か ぶ テ ーマ で あ る。

3. スペインの社会人類学的研究のこ

  と

 私 はか ねて よ りス ペ イ ンの 民俗 社 会 に

興 味 を持 って いた が,入 手 した 民族 学,

社 会 人 類学 上 の文 献 は数 少 な く,誰 か ス

ペ イ ンの 専 門家 に会 い た い と 思 っ て い

た 。 今 度 幸 い に してKarl Schwerin先

生 宅 の パ ー テ ィー で 同 じ くニ ュー ・メ キ

シ コ大 学 人 類学 部 のRichard Barrctt助

教 授 と会 えた 。 同 先 生 は新 進 のス ペ イ ン

専 門家 で,ち ょ うど3度 目の フィ ー ル ド・

ワ ー ク を終 え て,ス ペ イ ンよ り戻 られ た

と ころで あ った 。

 ス ペ イ ンの文 献 の 中 には都 市 化 を扱 っ

た研 究 が多 く,扱 わ れ て い る コ ミュニ テ

ィー も伝 統 的 な も の は ほ とん ど な い。 コ

ミ ュニ テ ィー の選 択 の仕方 に もよ ろ うが,

フ ラ ン コ以 降 の スペ イ ンが 経済 発 展 の た

め,急 速 に変 容 した こと は衆 目の一 致 す

る と こ ろで あ る。 これ は同 先生 の モ ノ グ

ラ フに も明 らか で あ る し,本 人 も強 調 さ

れ て い た 。 文献 も数 々御 教 示 い た だ き,

今 回Barrett先 生 に お会 いで きた こ とは

ま こと に幸 い で あ った 。

 アル バ カー キ ー で の 生 活 は77日 の短

さ で あ った が,豊 か な 日 々で あ った。9

月 末 に は こ こを去 り,テ キ サ ス経 由 で メ
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キ シ コ市 に入 った。

4。 メ キ シ コの チ カー ノ研 究 者

 ア メ リカ合 衆 国 での チ カ ー ノ 研 究 の大

筋 を理 解 で きた が,メ キ シ コ人学 者 に よ

る チ カー ノ研 究 に つ い て は何 もわか らな

か った 。 メ キ シ コ人 が この テ ー マ を どの

よ うに 扱 って い る か を知 る こ と は興 味 深

い ことで あ った 。

 チ カ ー ノ 研 究 者 と し て はJorge A.

Bustamante先 生 が コ レヒオ ・デ ・メ ヒ

コの 社 会 学 部 に お られ る と聞 いて コ レ ヒ

オ の 場 所 に い くと,大 学 は サ ン ・ア ンヘ

ル よ り遠 い カ ミー ノ ・デ ル ・ア フ ス コに

移 転 して い た 。 テ レビの チ ャ ン ネル13と

い う場 所 を た よ りに タ ク シー を 飛 ばす と,

野 原 に新 築 の大 学 が た って いた 。社 会 学

部 を訪 れ る と,先 生 は 研 究 室 に在室 で あ

った。

 Bustamante教 授 は 若手 の 社 会学 者 で,

お もに テ キサ ス の チ カー ノの 実 地 研究 を

して お られ,そ の 関係 の 論 文 を 数 々下 さ

った。 ま た,同 教 授 はEchever僘政 権 下

で は不 法 入 国 メ キ シコ人 を め ぐるア メ リ

カ との外 交 交 渉 を 検 討 す る委 員会 に参 加

さ れ て い た。 テ キ サス の チ カー ノは特 に

搾 取 さ れ て い る ので,Bustamante教 授

の 反 ア メ リカ色 は 強か った。 「メ キ シ コ

人 に と って 大 切 な もの は サ.ウス ・ウェ ス

トの チ カー ノで あ る。他 の 中西 部 や東 部

の も の に は殆 ど興 味 が な い。 私 に とって,

チ カー ノ研 究 は メキ シ コ系 ア メ リカ人 を

保 護 す るた め に あ る。研 究 に 中立 性 を 求

めて は い ない 。私 の研 究 は主 観 的 な利 害

に も とつ いて い る。」,と い う明快 な意 見

を はか れ,こ れ は 実 に 印象 的 で あ った 。

 ニ ュー ・メキ シ コで は チ カ ー ノの 存 在

の形 もテキ サ ス と相 当異 な る し,私 と し

て は チ カー ノの気 持 もア ング ロ系 ア メ リ

カ人 の 立 場 もわ か らぬ で は な い の で,

Bustamante教 授 の よ うに ナ シ ョナ リス

テ ィ ック な 直裁 な発 言 はで き な い。 一 体,

日本 人 と して チ カ ー ノ を研 究 す る とい う

こ とは根 本 的 に どん な意 味 が あ るの か,

とつ くづ く考 え た ことで あ った 。

 他 日 メ キ シ コ国 立 自治 大 学 で 文 献 を探

した と ころ,メ キ シ コか らの 労務 者 を め

ぐるメ キ シコ と ア メ リカの 外交 史 関係 が

ほ とん ど で,チ カー ノ研 究 に 目ぼ しい も

の はす くな か った 。Manuel Gamioの

古 典 的 な メ キ シ コ系 ア メ リカ人 の ライ フ

・ヒス トリー 物 ,Joan Mooreの 概 説 書

の スペ イ ン語 訳 本,Rodolfo Acu�の

06αψゴ84、4膨沈 α の ス ペ イ ン語 訳 が あ る

だ けで あ った 。 や は り,チ カ ー ノ研 究 は

ア メ リカが 中心 で あ り,メ キ シコで は研

究 の手 が そ こま で ま わ りか ね て い る,と

い うの が 私 の うけ た 印象 で あ った 。

5,再 び 目に した ミへの 村 々

 1年8ヵ 月ぶ りに再 び訪 れ た ミへ の 村

で 私 は余 りに も多 くの こ とを感 じた 。 こ

こで は短 い ミへ滞 在 中 に何 を 私 が した か

だ けを 記 録 して お きた い。

 日本 で デ ー タ ー整 理 中 に 出会 った 質 問

に答 え を え た。 ま た,幸 い に も ガ バ ン

(ポ ンチ ョの よ うな外 衣)を 織 る全 工程

を み る こ とが で き た。 これ ま た 奇遇 と し

か 思 え な い け れ ど も,な か な か 正統 ら し

い 占い 師 に会 えて,綿 密 な イ ン フ ォメ ー

シ ョンを得 た。 この デ ー ター は以 前 か ら

私 が 占 い師 につ い て い だ い て い た 仮説 を

裏 づ け る もので あ った 。

 トラ ウィ村 の ナ ル シサ 婆 さん を訪 れ る

と,雨 に と じ こめ られ た 夜 だ った せ いか,

婆 さん は話 し止 ま ず,チ ュパ ドー ル(患
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部 をす って 病 を 治 す人)の 民 話 を話 して

くれた 。 婆 さん 推薦 の チ ュパ ドー ル に 会

え るか も しれ ない とい う前 の 日,車 の 都

合 で私 は ミへ の 村 トラ ウ ィを去 った 。

 メ キ シ コ に戻 る と,ち ょ うど グ ァダ ル

ー ペ の新 しい会 堂 の落成 式 の 日に あ た り
,
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これ を見 物 した 。 次 の2日 間 は念 願 の巡

礼 地 チ ャル マ と ロス ・レ メデ ィオ ス を訪

れ た。 トラス カ ラの オ コ トラ ン とグ アダ

ラハ ラのサ ン ・フ ァン ・デ ・ロス ・ラー

ゴ ス は 次 の機 会 に残 した。
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